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は
じ
め
に

『
ス
タ
イ
ル
』
は
、
宇
野
千
代
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の

刊
行
期
を
も
と
に
、
三
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
区
分
は
、
左
記
の
と
お
り
で

あ
る
。

第
一
期

創
刊
号
（
昭
和
一
一
年
六
月
）
～
第
六
巻
第
九
号
（
昭
和
一
六
年
九
月
）

第
二
期

第
六
巻
第
十
号
（
昭
和
一
六
年
十
月
）～
第
九
巻
第
一
号
（
昭
和
一
九
年
一
月
）

第
三
期

第
一
巻
第
一
号
（
昭
和
二
一
年
二
月
）
復
刊
～
第
二
二
巻
第
五
号
（
昭
和

三
四
年
五
月
）
※
同
年
四
月
、
ス
タ
イ
ル
社
倒
産
。

な
お
、
第
二
期
に
関
し
て
は
、
戦
時
下
の
敵
国
語
禁
止
の
風
潮
の
中
で
『
婦
人

毎
日
新
聞
』
と
『
婦
人
運
動
』
ほ
か
二
誌
と
の
統
合
に
よ
り
『
女
性
生
活
』
と

改
題
さ
れ
、
毎
号
、
北
原
武
夫
に
よ
る
女
性
を
鼓
舞
さ
せ
る
よ
う
な
巻
頭
語
が

掲
載
さ
れ
た
。

先
行
研
究
と
し
て
は
、
平
成
一
五
年
二
月
に
臨
川
書
店
よ
り
第
一
期
の
復
刻

版
が
刊
行
さ
れ
、
総
目
次
と
執
筆
者
別
索
引
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
の
看
板
記
事
で
あ
る
著
名
人
に
よ
る
質
疑
応
答
の
「
お

洒
落
問
答
」
の
回
答
者
が
総
目
次
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
等
、
補
完
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
47　

宇
野
千
代
』（
平
成

五
年
四
月
）、
山
梨
県
立
文
学
館
編
『
宇
野
千
代
の
世
界
』（
平
成
八
年
四
月
）

で
、『
ス
タ
イ
ル
』
の
刊
行
時
期
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
主
軸
を
お
い
た
誌
面
の

特
色
、
ま
た
北
原
武
夫
と
の
関
係
、
そ
の
斬
新
な
誌
面
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る

に
留
ま
り
、
具
体
的
な
記
事
の
内
容
整
理
等
詳
細
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
期
を
対
象
と
し
、
そ
の
時
代
背
景
と
誌
面
変
化
、
寄
稿
者

に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
で
、
第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
が
い
か
に
戦
局
を
潜
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
の
戦
略
的
方
法
を
探
り
た
い
。

一　

時
代
背
景
と
誌
面
の
変
遷

第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
は
十
五
年
戦
争
下
で
刊
行
さ
れ
た
。
雑
誌
が
政
府
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
時
代
だ
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

一
翼
と
し
て
、『
ス
タ
イ
ル
』
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
い
か
に
そ
の

役
割
か
ら
逸
脱
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
ス
タ
イ
ル
』
刊
行
時
の
メ
デ
ィ
ア
統
制
の
中
で
も
特
に
誌
面
へ
の
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
昭
和
一
三
年
年
五
月
、
内
務
省
警
保
局
が
提
示

第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
刊
行
の
戦
略

藤
　
　
堂
　
　
友
　
　
美
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し
た
「
婦
人
雑
誌
ニ
対
ス
ル
取
締
方
針
」、
昭
和
一
五
年
七
月
七
日
の
「
奢
侈

品
等
製
造
販
売
制
限
規
則
」、
い
わ
ゆ
る
七
・
七
禁
令
で
あ
る
と
考
え
る
。
前

者
は
、
性
描
写
に
関
す
る
規
制
が
主
軸
で
、
婦
人
雑
誌
の
誌
面
か
ら
反
軍
国
的
、

反
戦
的
な
記
事
や
広
告
を
い
っ
さ
い
締
め
出
す
こ
と
が
狙
い⑴
で
あ
り
、
後
者
は

贅
沢
禁
止
令
の
異
名
を
持
ち
、
奢
侈
品
が
多
く
掲
載
さ
れ
る
『
ス
タ
イ
ル
』
へ

の
影
響
は
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
性

雑
誌
に
対
す
る
検
閲
の
目
が
光
り
、
世
相
が
暗
澹
と
し
て
い
く
中
で
、『
ス
タ

イ
ル
』
は
次
第
に
「
総
合
雑
誌
」
と
し
て
の
形
態
を
整
え
、
国
策
に
応
じ
る
姿

勢
を
見
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
は
、
誌
面
の
内
容
か
ら
三
期
に
区
分
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
区
分
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

前
期

戦
局
と
一
線
を
画
し
た
「
お
洒
落
雑
誌
」（
創
刊
号
～
昭
和
一
三
年
八
月
号
）

中
期

国
策
に
沿
う
誌
面
へ
（
昭
和
一
三
年
九
月
号
～
昭
和
一
五
年
六
月
号
）

後
期

総
力
戦
体
制
へ
の
表
面
上
の
協
力
（
昭
和
一
五
年
七
月
号
～
昭
和
一
六
年
九
月
号
）

第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
は
、「『
見
る
』
雑
誌
か
ら
『
見
た
り
読
ん
だ
り
』
の

愉
し
い
総
合
雑
誌
を
目
指⑵
」
し
、
実
験
的
に
誌
面
の
構
成
に
変
化
を
加
え
て
い

る
。
戦
時
下
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
豪
華
な
料
理
を
紹
介
し
、
海
外
ス
タ
ー
や

美
容
の
紹
介
等
、
意
図
的
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
戦
時
色
が
取
り
払
わ
れ
、
執
筆

者
は
作
家
の
み
な
ら
ず
、
美
容
家
や
医
師
、
舞
踊
家
や
歌
手
等
多
彩
な
顔
ぶ
れ

で
あ
り
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
専
用
頁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

誌
面
の
変
化
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
の
表
１⑶
よ
り
記
事
の
内
容
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
美
容
を
中
心
と
し
た
娯
楽
性
が
非
常
に
高
く
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ

て
、
時
評
や
教
養
等
、
日
常
生
活
に
関
わ
る
欄
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
表
２⑷
よ
り
掲
載
広
告
の
特
徴
と
し
て
、
奢
侈
品
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
ず
、
前
期
の
特
徴
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
昭
和
一
二
年
三
月
号
の
「
編

輯
後
記
」
を
み
て
み
よ
う
。

軍
部
と
政
党
が
ど
う
な
っ
て
も
ス
ペ
イ
ン
の
内
乱
が
い
つ
ま
で
続
い
て
も
、

せ
め
て
そ
ん
な
い
ざ
こ
ざ
の
一
行
も
書
い
て
な
い
雑
誌
が
一
冊
位
あ
っ
て

0

100

200

300

400

500

600

700

娯
楽

服
飾

美
容

コ
ン
ト

料
理

随
筆

教
養

読
者
欄

生
活

小
説

時
評

前
期

中
期

後
期

掲載数

前
期

中
期

後
期

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

美
容
・化

粧
料

洋
装
店
・服

飾

学
校
・会

社
・出

版

美
容
院

家
庭
用
品
娯
楽
品

飲
食
店

薬
物
・療

法

食
料
品
・飲

料
病
院

％

表
１
「
目
次
」
掲
載
内
容
の
推
移

表
２
「
広
告
」
掲
載
内
容
の
推
移
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も
好
い
ん
ぢ
や
あ
な
い
で
せ
う
か
。（
中
略
）
イ
ン
ウ
ツ
な
「
罪
と
罰
」

を
見
た
が
る
人
は
さ
て
お
き
、「
シ
ャ
ン
パ
ン
・
ワ
ル
ツ
」
に
五
〇
銭
を

投
げ
出
す
気
持
が
そ
の
ま
ま
『
ス
タ
イ
ル
』
な
の
だ
と
思
ひ
ま
す
。

（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
。）

戦
時
体
制
に
入
っ
て
い
く
時
局
と
は
相
反
し
、「
都
會
文
化
の
華
麗
な
香
氣

が
ど
の
頁
か
ら
も
満
喫
で
き
る⑸
」
高
級
路
線
を
追
求
す
る
特
徴
が
よ
く
表
れ
て

い
る
。

次
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
頁
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
昭
和
一
三
年
六
月
号

の
谷
長
二
の
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
ノ
ミ
ー⑹
」
で
は
、
輸
入
禁
止
を
懸
念
し
、
非

常
時
体
制
へ
の
不
満
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ハ
イ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

が
持
続
困
難
な
時
世
へ
の
懸
念
で
あ
り
、
同
月
の
牛
山
隆
介
に
よ
る
「
せ
ん
ち

め
ん
た
る
ス
・
フ
」
で
は
、
素
材
の
悪
い
ス･

フ
の
流
通
を
嘆
き
、
批
判
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
期
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
頁
は
一
貫
し
て
、
時
局
批
判
と

粋
な
着
こ
な
し
の
追
求
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
戦
争
の
影
が
現
れ
る
の
は
、
昭
和
一
二
年
一
一
月
号
の

「
恋
人
出
征
」
の
コ
ン
ト
集⑺
で
あ
る
。
時
局
を
踏
ま
え
、
読
者
に
と
っ
て
身
近

な
「
出
征
」
を
主
題
と
し
て
掲
げ
な
が
ら
も
コ
ン
ト
の
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
こ

と
で
、
戦
争
を
シ
ニ
カ
ル
か
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
捉
え
な
お
し
て
お
り
、
戦
局
に

迎
合
し
な
い
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

最
後
に
、
前
期
の
広
告
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
物
資
・
精
神
両
面
か
ら
の
国

民
統
制
の
強
化
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、『
ス
タ
イ
ル
』
で
は
高
級
志
向
の
飲
食

店
や
盛
り
場
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
る
。
な
か
で
も
、
バ
ー
や
喫
茶
店

の
職
員
募
集
の
広
告
を
掲
載⑻
し
て
い
る
点
か
ら
、
読
者
像
と
し
て
モ
ボ
・
モ
ガ

を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
禁
止
令⑼
」

発
令
後
も
美
容
院
の
広
告
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
日
用
品
の
広
告
の
掲
載
を

避
け
る
傾
向⑽
は
『
ス
タ
イ
ル
』
の
編
集
方
針
の
表
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

目
次
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
一
二
年
二
月
号
か
ら
と
手

探
り
状
態
で
出
版
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
前
期
で
は
戦
局
と
は
一
線

を
画
し
、
一
貫
し
て
お
洒
落
な
生
活
の
追
及
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。次

に
、
中
期
の
特
徴
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

中
期
で
は
、
昭
和
一
三
年
一
〇
月
号
よ
り
「
代
用
品
研
究
室
」
や
昭
和
一
三

年
六
月
号
か
ら
の
「
和
服
訪
問
記
」
等
、
時
流
に
迎
合
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、「
ど
ん
な
品
を
ど
う
い
ふ
風
に
使
つ
た
ら
い
ゝ
か
と
い
ふ
こ
と
は
、

読
者
の
方
々
の
誰
方
で
も
お
考
へ
に
な
つ
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
で
せ
う
。
そ
の
点

の
御
便
宜
を
図
り
つ
つ
ス
タ
イ
ル
一
流
の
ス
マ
ー
ト
ネ
ス
を
發
揮
し
た
も
の
で
、

ま
さ
に
国
策
の
線
に
沿
つ
た
新
計
畫
」（「
編
諿
後
記
」
昭
和
一
三
年
九
月
号
）

と
あ
り
、
戦
時
色
が
誌
面
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
瀟
洒
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
提
案
を
す
る
と
い
う
点
は
一
貫
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
期
で
日
常

的
な
要
素
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
雑
誌
の
販
売
数
が
伸
び

た
こ
と
に
よ
る
読
者
層
の
広
が
り
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
昭
和
一
二
年
一
二
月
号
か
ら
設
け
ら
れ
た
夏
村
扇
吉
の
「
人

気
女
優
お
洒
落
訪
問
記
」
の
好
評
に
よ
り
、
中
期
は
芸
能
欄
が
拡
充
さ
れ
、
娯

楽
要
素
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
芸
能
面
の
拡
大
は
、

戦
地
の
兵
士
へ
の
慰
問
品
と
し
て
支
持
さ
れ
や
す
い
と
い
う
効
果
や
化
粧
品
等

の
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

次
に
、
広
告
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
特
徴
と
し
て
、
美
容
院
の
掲
載
が
前
期

一
〇
％
か
ら
中
期
一
二
％
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
も
の
も
前
期
五
九
％
か

ら
中
期
六
一
％
に
上
昇
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
銀
座
に
は
、
千
人
針
の
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参
加
を
呼
び
か
け
る
女
給
が
並
び⑾
、「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
禁
止
令
」
が
叫
ば
れ
る

な
か
、
こ
の
よ
う
に
美
容
院
の
広
告
を
掲
載
し
続
け
る
こ
と
は
、
嗜
好
品
に

ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
国
策
に
逆
行
す
る
方
針
が
見
え
て
く
る
。
以
上
の
こ
と
よ

り
、
目
次
上
で
は
国
策
に
沿
う
内
容
の
比
重
を
高
く
し
、
検
閲
の
目
を
逃
れ
る

こ
と
で
、
広
告
で
は
依
然
と
し
て
奢
侈
品
を
掲
載
し
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
後
期
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

後
期
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
線
を
画
し
、「
健
全
で
明
朗
な
娯
楽⑿
」
と
し
て

の
役
割
を
棄
て
、「
若
き
銃
後
の
生
活
の
趣
味
と
教
養
の
指
導
雑
誌⒀
」
と
し
て

国
策
に
沿
う
内
容
へ
と
全
面
的
に
変
化
し
て
い
る
。
掲
載
内
容
は
、
前
掲
の
表

１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
娯
楽
の
割
合
が
減
少
し
、
教
養
や
生
活
に
割
か
れ

る
割
合
が
増
え
て
い
る
。
後
期
で
は
、
日
常
生
活
に
目
が
向
け
ら
れ
、
銃
後
女

性
と
し
て
の
戦
争
協
力
を
促
し
て
い
る
。

昭
和
一
五
年
九
月
号
か
ら
「
風
俗
批
判
の
頁　

こ
れ
だ
け
は
お
止
め
な
さ

い
」
の
連
載
が
開
始
さ
れ
、
第
一
回
は
宇
野
千
代
の
「
デ
コ
デ
コ
廃
止
」
で
、

七
・
七
禁
令
を
受
け
、
必
要
以
上
に
華
美
な
服
装
を
控
え
る
よ
う
説
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
千
代
は
同
月
号
の
「
奢
侈
品
が
な
け
れ
ば
女
は
美
し
く
な
れ
な
い

か
」
で
、
つ
ま
し
い
身
な
り
の
推
奨
を
し
て
い
る
。
前
月
号
ま
で
、
高
級
衣
料

や
街
行
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
達
の
賞
賛
を
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
よ
う
に
誌
面
内
容
を
転
じ
た
の
は
、
国
策
に
応
じ
た
早
急
な
対
処
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
方
針
は
、
同
年
一
〇
月
号
掲
載
の
金
子
し
げ
り
「
カ
ー

ド
を
貰
っ
た
人
　々

教
養
の
低
い
人
が
多
か
っ
た
」
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

本
記
事
は
、
奢
侈
品
を
身
に
つ
け
た
女
性
に
警
告
カ
ー
ド
を
渡
し
呼
び
か
け
を

行
っ
た
様
子
が
、
贅
沢
禁
止
を
標
榜
す
る
主
催
者
側
の
視
点
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
論
調
は
、
非
常
に
手
厳
し
く
、
そ
れ
ま
で
の
『
ス
タ
イ
ル
』
の

あ
り
方
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

総
括
し
て
云
ふ
と
、
当
日
カ
ー
ド
を
渡
さ
れ
た
人
々
は
誰
も
一
様
に
頭
の

程
度
の
低
い
、
服
装
や
態
度
に
も
教
養
の
無
さ
が
歴
然
と
現
れ
て
ゐ
る

人
々
ば
か
り
の
や
う
で
し
た
。（
中
略
）
緊
張
し
て
い
な
い
精
神
が
身
な

り
ま
で
を
非
時
局
的
に
悪
く
等
射
る
し
て
し
ま
ふ
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、『
ス
タ
イ
ル
』
側
か
ら
奢
侈
品
の
禁
止
を
求
め
、
華
美
な
服

装
の
制
限
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
時
局
体
制
に
迎
合
す
る
意
思
を
表
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
生
め
よ
殖
や
せ
よ
」
の
標
語
の
下
、
軍
国
の
母
賛
美
の
風
潮
は
、

昭
和
一
五
年
一
二
月
号
か
ら
一
六
年
二
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
良
い
母
の
あ
り

方
を
説
い
た
「
母
を
語
る
」
や
、
円
満
な
家
庭
生
活
や
子
育
て
方
法
等
が
語
ら

れ
る
「
俳
優
訪
問
記
」
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
局
の
悪
化
に
伴
い
、
俳
優
は

翼
賛
体
制
の
強
化
や
支
援
の
一
翼
を
担
い
、
も
ん
ぺ
姿
や
簡
易
服
で
掃
除
や
洗

濯
等
の
家
事
や
農
作
業
を
す
る
姿
が
グ
ラ
ビ
ア
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は

娯
楽
提
供
か
ら
戦
争
協
力
を
促
す
ツ
ー
ル
へ
と
そ
の
役
割
が
変
化
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
一
六
年
五
月
号
よ
り
掲
載
が
開
始
さ
れ
た
「
生
理
か
ら
見
た

女
性
の
理
論
」
で
は
、「
女
性
は
な
ぜ
純
潔
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
？
」「
悪
い

子
供
は
ど
う
し
て
生
れ
る
か
？
」「
妊
娠
中
に
大
切
な
母
親
の
感
情
生
活
」「
純

潔
の
価
値
を
男
性
に
知
ら
せ
よ
」「
子
を
産
め
ば
容
色
が
衰
へ
る
か
？
否
！
」

等
の
国
民
優
生
法
に
基
づ
く
、
多
産
報
国
の
人
口
政
策
の
一
翼
と
し
て
、
女
性

の
出
産
を
促
す
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
銃
後
女
性
を
対
象
と
し
た
内
容
に
変
化
し

て
い
る
。

最
後
に
後
期
の
広
告
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
特
徴
と
し
て
、「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
美
容
」
に
関
す
る
広
告
が
七
・
七
禁
令
後
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
全

体
の
六
八
％
を
占
め
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、「
美
容
・
化
粧
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料
」
の
占
め
る
割
合
は
、
前
期
三
三
％
、
中
期
四
三
％
、
後
期
四
六
％
と
上
昇

し
て
い
る
。
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
化
粧
品
に
関
す
る
広
告
が
増
え

続
け
て
い
る
と
い
う
点
は
、『
ス
タ
イ
ル
』
の
編
集
方
針
と
し
て
、「
健
全
で
明

朗
な
娯
楽
」
雑
誌
と
し
て
の
方
針
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
後
述
す
る
が
、
執
筆
者
に
当
時
、
非
国
民
と
い

わ
れ
た
宮
本
百
合
子
等
が
い
る
こ
と
を
加
味
す
る
と
、
一
概
に
戦
争
協
力
を
掲

げ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
ス
タ
イ
ル
』
の
持
つ
二
面
性
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
娯
楽
雑
誌
で
あ
り
な
が
ら
も
『
女
性
生
活
』
と
改
題
さ
れ
、
戦

時
下
で
生
き
延
び
て
い
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
時
局
に
沿
う
内

容
を
取
り
入
れ
る
等
、
戦
略
的
に
時
局
下
で
画
策
し
続
け
た
結
果
で
あ
り
、
戦

争
協
力
は
、
雑
誌
継
続
の
為
の
隠
れ
蓑
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
時
流
に
乗
り
な
が
ら
も
独
自
性
を
貫
く
こ
と
が
で

き
た
の
は
、『
ス
タ
イ
ル
』
が
宇
野
千
代
の
経
営
す
る
ス
タ
イ
ル
社
で
出
版
さ

れ
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
表
は
、
価
格
、
発
行
元
の
変
化
で
あ
る
。

以
下
の
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
時
、
時
事
新
報
社
の
傘
下
に
置
か

れ
た
こ
と
か
ら
、『
ス
タ
イ
ル
』
の
販
売
数
は
飛
躍
的
に
伸
び
た
が
、
軌
道
に

乗
り
会
社
が
再
建
さ
れ
る
と
時
事
新
報
社
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
激

し
い
思
想
統
制
の
あ
る
戦
時
下
に
お
い
て
、
大
企
業
の
刊
行
物
と
し
て
出
版
す

れ
ば
、
戦
争
協
力
を
促
す
誌
面
が
強
要
さ
れ
、
宇
野
千
代
が
求
め
た
ハ
イ
・
ス

タ
イ
ル
な
生
活
の
提
案
が
難
し
く
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
昭
和
一
五
年
一
二
月
号
よ
り
、
規
格
が
そ
れ
ま
で
の
Ａ
四
版
か
ら
国

で
定
め
た
規
格
の
Ｂ
五
版
に
な
る
と
い
っ
た
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
が
あ
る
な
か
で
娯
楽
的
な
要
素
が
過
分
に

あ
る
『
ス
タ
イ
ル
』
が
、『
女
性
生
活
』
と
改
題
さ
れ
、
残
存
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
な
戦
略
的
な
方
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。

二　

戦
争
協
力
を
め
ぐ
っ
て

以
上
の
よ
う
に
、
中
期
・
後
期
で
誌
面
が
変
更
さ
れ
た
背
景
に
は
、
昭
和

一
二
年
二
月
九
日
「
国
民
精
神
総
動
員
強
化
方
策
」
が
臨
時
閣
議
で
決
定
さ
れ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
戦
争
協
力
の
一
環
で
、
前
線
の
兵
士
に

慰
問
品⒁
と
し
て
『
ス
タ
イ
ル
』
を
送
る
等
の
業
績
が
上
げ
ら
れ
た
。
昭
和
一
三

価
格

三
五
銭
（
昭
和
一
一
年
六
月
号
～
同
年
七
月
号
）

三
十
銭
（
昭
和
一
一
年
一
月
号
～
昭
和
一
三
年
五
月
号
）

※
内
、
特
大
号
の
昭
和
十
三
年
四
月
号
は
三
五
銭

二
十
銭
（
昭
和
一
一
年
六
月
号
～
同
年
一
二
月
号
）

発
行
者

発
行
所

発
売
元

　
　

等

編
集
兼
発
行
者
…
宇
野
千
代

（
昭
和
一
二
年
一
月
号
～
昭
和
一
六
年
九
月
号
）

発
行
所
…
ス
タ
イ
ル
社
、
発
売
元
…
四
季
社

※
時
事
新
報
社
か
ら
独
立
。
ス
タ
イ
ル
大
阪
支
社
設
立
。

編
集
兼
発
行
者
…
中
島
亀
次
郎

（
昭
和
一
一
年
九
月
号
～
同
年
一
二
月
号
）

編
集
所
…
ス
タ
イ
ル
編
集
部
、
発
行
所
…
時
事
新
報
社

※
昭
和
一
一
年
八
月
号
の
み
編
集
兼
発
行
者
は
宇
野
千
代
。
以
後
、
表
紙
に

宇
野
千
代
編
集
『
ス
タ
イ
ル
』
と
明
記
さ
れ
る
。

編
集
兼
発
行
者
…
宇
野
千
代

（
昭
和
一
二
年
一
月
号
～
昭
和
一
六
年
九
月
号
）

発
行
所
…
ス
タ
イ
ル
社
、
発
売
元
…
四
季
社

※
時
事
新
報
社
か
ら
独
立
。
ス
タ
イ
ル
大
阪
支
社
設
立
。
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年
七
月
以
降
、
毎
号
「
お
読
み
に
な
つ
た
あ
と
は
皆
さ
ん
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
戰

地
の
兵
隊
さ
ん
達
に
送
つ
て
上
げ
て
下
さ
い
」
と
巻
末
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
以
後
、
昭
和
一
三
年
九
月
よ
り
、
編
輯
後
記
で
国
策
へ
の
迎
合
が
唱
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
戦
争
協
力
の
方
針
が
表
面

上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
昭
和
一
四
年
一
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
わ
か
る
。

愈
々
戰
争
第
二
年
の
初
春
で
す
。
ス
タ
イ
ル
も
堅
固
な
成
長
を
つ
け
、

一
〇
月
號
か
ら
は
一
層
成
績
も
上
つ
て
き
ま
し
た
が
こ
れ
も
私
な
ど
に
は
、

身
贔
屓
な
考
え
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
国
民
全
体
が
ほ
ん
と
の
意
味

で
健
康
で
あ
る
こ
と
の
、
何
よ
り
の
證
據
の
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
『
ス
タ
イ
ル
』
の
販
売
数

の
伸
び
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
贅
沢
禁
止
令
と
は
逆
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
編
輯
後
記
」
に
戦
争
協
力
の
具
体
的
な
内
容
が
現
れ
る
の
は
、

昭
和
一
三
年
一
〇
月
号
か
ら
で
あ
る
。

前
月
號
か
ら
内
容
の
刷
新
を
し
た
の
が
と
て
も
好
評
な
の
で
喜
ん
で
ゐ
ま

す
。
満
州
、
北
支
の
方
の
読
者
の
方
々
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
御
手
紙
を
頂
い

て
を
り
ま
す
が
、
多
忙
に
紛
れ
て
御
返
事
を
出
し
て
ゐ
な
い
方
も
あ
る
と

存
じ
ま
す
。
紙
上
で
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
月
は
、
そ
の
上
、
北
支

派
遣
軍
の
兵
隊
さ
ん
達
か
ら
大
量
に
註
文
を
頂
い
た
り
し
て
、
ま
ご
つ
く

や
ら
感
激
す
る
や
ら
、
感
謝
に
堪
へ
ま
せ
ん
で
し
た
。
戰
線
に
ゐ
る
と
、

ス
タ
イ
ル
の
や
う
な
雑
誌
が
一
番
明
る
く
て
慰
安
に
な
さ
う
で
す
か
ら
、

読
者
の
方
々
も
お
読
み
に
な
つ
た
後
で
、
何
卒
兵
隊
さ
ん
達
に
送
つ
て
上

げ
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
読
者
は
国
内
の
み
な
ら
ず
、
満
州
や
北
支
に
拡
大
し
、
戦
争

協
力
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
娯
楽
性
の
強
い
雑
誌

が
、
一
般
家
庭
の
み
な
ら
ず
戦
力
と
な
る
「
軍
隊
」
に
需
要
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
翌
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
も
「
戰
地
の

兵
隊
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ス
タ
イ
ル
へ
の
感
謝
状
」
を
紹
介
し
、
戦
力
維
持
の
為

に
大
い
な
る
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
誇
示
さ
れ
て
い
る
。
実
情
が
ど
う

で
あ
る
に
せ
よ
、
戦
力
維
持
の
一
端
を
成
し
て
い
る
こ
と
を
文
面
に
打
ち
出
す

こ
と
に
編
集
側
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
ス
タ
イ

ル
』
の
刊
行
を
継
続
す
る
為
に
意
図
的
に
明
文
化
さ
れ
た
情
報
だ
と
思
わ
れ
る
。

同
様
に
、
戦
争
協
力
が
な
さ
れ
て
い
く
過
程
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
昭
和

一
三
年
一
二
月
号
「
編
輯
後
記
」
を
見
て
み
よ
う
。

漢
口
が
陥
落
し
ま
し
た
の
で
当
夜
は
、
社
員
一
同
で
宮
城
、
靖
国
神
社
、

明
治
神
宮
に
提
灯
行
列
を
し
ま
し
た
。
歩
き
馴
れ
な
い
の
で
、
二
日
ば
か

り
身
體
が
痛
み
ま
し
た
が
、
で
も
こ
の
感
激
は
、
恐
ら
く
一
生
忘
れ
得
な

い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

社
員
一
丸
と
な
っ
て
、
戦
争
協
力
を
果
た
す
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
一
四
年
一
月
号
を
境
に
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
直
接
的
な
戦
争

協
力
に
関
す
る
内
容
は
暫
く
掲
載
さ
れ
な
く
な
り
、
次
に
戦
争
協
力
が
唱
え
ら

れ
る
の
は
、
昭
和
一
四
年
一
二
月
号
に
お
い
て
で
あ
る
。「
拾
二
月
號
の
編
輯

を
し
て
ゐ
ま
す
と
、
し
み
じ
み
と
冬
を
感
じ
ま
す
。
も
う
あ
と
わ
づ
か
で
皇
紀

二
千
六
百
年
！
」
と
皇
紀
二
千
六
百
年
に
対
す
る
構
え
や
、
引
き
続
き
戦
地
へ

『
ス
タ
イ
ル
』
を
送
り
、
戦
争
協
力
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
『
ス
タ
イ
ル
』
の
戦
争
協
力
が
功
を
奏
す
る
の
は
、
翌
昭
和
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一
五
年
一
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
確
認
で
き
る
。

お
正
月
早
々
大
変
愉
し
い
お
知
ら
せ
を
一
つ
。
そ
れ
は
陸
軍
省
恤
兵
部
を

通
し
て
戰
地
に
送
つ
て
戴
い
た
ス
タ
イ
ル
を
、
兵
隊
さ
ん
達
が
と
て
も
喜

ん
で
み
て
居
ら
れ
る
、
と
い
ふ
お
話
を
係
り
の
方
か
ら
聞
か
さ
れ
た
事
で

す
。
か
う
い
ふ
肩
の
こ
ら
な
い
雑
誌
が
一
番
歓
迎
さ
れ
る
の
だ
さ
う
で
す
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
送
つ
て
あ
げ
て
下
さ
い
ま
せ
。（
千
代
）

『
ス
タ
イ
ル
』
は
、
軍
部
か
ら
の
取
り
寄
せ
品
で
は
な
く
、
ス
タ
イ
ル
社
自

体
が
戦
争
協
力
と
し
て
、
慰
問
の
為
に
差
し
出
す
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
昭
和
一
三
年
一
〇
月
号
の
時
点
で
は
、
あ
く
ま
で
「
北

支
派
遣
軍
の
兵
隊
さ
ん
達
か
ら
大
量
に
註
文
を
頂
」
き
、
読
者
に
も
慰
問
品
と

し
て
送
る
よ
う
促
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、『
ス
タ
イ
ル
』
側
か
ら
の
一
方
的
な

働
き
か
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
一
五
年
一
月
号
の
段
階
で
は
、

「
陸
軍
省
恤
兵
部
を
通
し
て
戰
地
に
送
つ
て
戴
い
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
わ
か

る
よ
う
、
既
に
『
ス
タ
イ
ル
』
が
有
益
な
慰
問
品
の
娯
楽
誌
と
し
て
、
国
か
ら

認
め
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
娯
楽
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
時
下
で
の
刊
行
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
国

か
ら
認
可
さ
れ
て
い
た
為
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
認
可
が
、
単
に
「
陸
軍

省
恤
兵
部
」
と
の
結
び
付
き
の
み
な
ら
ず
、「
宇
野
社
長
も
畑
陸
軍
大
臣
か
ら

感
謝
状
を
戴
い
た
と
い
ふ
の
で
大
変
な
御
氣
嫌
。
こ
れ
で
大
活
躍
を
し
な
け
れ

ば
罰
が
当
る
と
い
ふ
も
の
で
す
。（
編
輯
部
）」（
同
年
同
号
「
編
輯
後
記
」）
と

公
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ば
、『
ス
タ
イ
ル
』
は
こ
の
時

点
で
国
の
傘
下
に
入
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
以
降
、『
ス
タ
イ
ル
』
は
い
か
な
る
変
化
を
遂
げ
る
の
か
。
昭
和
一
五

年
二
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
も
、
千
代
は
引
き
続
き
戦
争
協
力
を
訴
え
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
兵
隊
の
愛
読
者
が
増
え
た
こ
と
を
「
皆
様
が
戰
地
の
方
に
送

つ
て
下
さ
つ
て
ゐ
る
為
と
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
居
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
る

こ
と
で
、
国
内
の
読
者
の
心
を
離
さ
ず
捉
え
る
効
果
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
翌

月
は
「
今
月
は
兵
隊
さ
ん
へ
の
分
を
海
軍
の
方
に
お
願
ひ
致
し
ま
し
た
。
皆
様

も
、
海
軍
の
兵
隊
さ
ん
に
も
お
送
り
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。」
と
陸
軍
に
加
え
、

海
軍
へ
も
送
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
『
ス
タ
イ
ル
』

で
は
、
国
内
の
読
者
も
取
り
込
み
な
が
ら
、
戦
争
協
力
を
進
め
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
慰
問
品
と
し
て
前
線
の
兵
士
に
『
ス
タ
イ
ル
』
を
送
り
続
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
千
代
は
そ
の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
、
国
か
ら
も

認
知
さ
れ
る
雑
誌
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
、
昭
和
一
五
年
一
二
月

号
よ
り
『
ス
タ
イ
ル
』
に
国
定
指
定
型
の
Ｂ
五
版
の
認
可
が
お
り
る
運
び
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
指
定
型
の
認
可
が
、
そ
の
後
の
雑
誌
の
継

続
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

七
・
七
禁
令
以
降
、
前
述
し
た
よ
う
に
戦
時
色
が
全
面
的
に
誌
面
に
表
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
千
代
も
ま
た
、「
銃
後
女
性
向
け
の
唯
一

至
高
の
指
導
雑
誌
」（
昭
和
一
五
年
一
一
月
号
「
編
輯
後
記
」）
と
位
置
づ
け
、

「
編
諿
後
記
」
に
お
い
て
も
戦
争
協
力
を
促
す
発
言
を
す
る
よ
う
、
変
化
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、『
ス
タ
イ
ル
』
が
求
め
る
「
明
る
く
健
康
的
」
な
生
活
を

戦
時
下
に
お
い
て
も
提
案
し
続
け
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え

る
。
継
続
の
為
に
表
面
上
、
総
力
戦
体
制
に
協
力
的
に
振
る
舞
い
な
が
ら
も
内

心
で
は
、
戦
争
に
よ
る
物
資
お
よ
び
言
論
統
制
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
方
針
変
化
の
意
図
は
『
ス
タ
イ
ル
』
同
様
に
昭
和
一
四
年

四
月
一
五
日
、
婦
人
画
報
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
お
洒
落
を
追
及
し
た
『
洋
装
シ
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ル
エ
ッ
ト⒂
』
の
休
刊
理
由
か
ら
も
指
摘
可
能
で
あ
る
。『
洋
装
シ
ル
エ
ッ
ト
』

の
価
格
は
、
こ
の
時
期
、
三
五
銭
で
販
売
し
て
い
た
『
ス
タ
イ
ル
』
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
四
〇
銭
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
昭
和
一
五
年
五
月
に
は
休
刊
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
誌
面
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
特
化
し
て
お
り
、

奢
侈
品
の
掲
載
は
、
戦
局
に
反
す
る
と
し
て
統
制
を
受
け
た
為
と
考
え
ら
れ
、

『
ス
タ
イ
ル
』
は
延
命
措
置
と
し
て
、
小
説
や
随
筆
、
芸
能
面
を
加
え
、
総
合

雑
誌
と
な
る
こ
と
を
追
求
し
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
ス
タ
イ
ル
』
は
面
従
腹
背
で
、
な
ん
と
か
戦
局
を
潜
り
抜
け
、

暗
澹
た
る
世
の
中
に
明
る
い
光
を
投
げ
か
け
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

三　

寄
稿
者
に
つ
い
て

『
ス
タ
イ
ル
』
の
特
徴
と
し
て
、
寄
稿
者
は
、
作
家
の
み
な
ら
ず
、
美
容
家

や
医
師
、
舞
踊
家
や
歌
手
、
俳
優
と
い
っ
た
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
な
か
で
も
異
色
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ペ
ン
部
隊
等
の
戦
争
協
力
を

し
た
作
家
と
、
宮
本
百
合
子⒃
の
よ
う
に
国
賊
と
呼
ば
れ
た
戦
争
反
対
者
や
石
川

達
三
の
よ
う
な
戦
争
に
非
協
力
的
だ
っ
た
作
家
が
共
に
筆
を
揮
っ
て
い
た
と
い

う
点
で
あ
る
。

ペ
ン
部
隊
総
数
二
二
名
の
内
、
陸
軍
班
は
、
久
米
正
雄
、
浅
野
晃
、
尾
崎
士

郎
、
片
岡
鉄
平
、
川
口
松
太
郎
、
岸
田
国
士
、
佐
藤
惣
之
助
、
瀧
井
孝
作
、
白

井
喬
二
、
富
沢
有
為
男
、
中
谷
孝
雄
、
丹
羽
文
雄
、
深
田
久
弥
、
林
芙
美
子
、

海
軍
班
は
、
北
村
小
松
、
小
島
政
二
郎
、
佐
藤
春
夫
、
杉
山
平
助
、
浜
本
浩
、

吉
川
英
治
、
吉
屋
信
子
と
い
っ
た
菊
池
寛
を
除
く
二
一
名
が
原
稿
を
寄
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
久
米
正
雄
は
、
創
刊
号
か
ら
寄
稿
し
て
い
る
。
以

下
、「
お
洒
落
問
答
」
へ
寄
せ
た
文
を
引
用
す
る
。

實
に
僕
も
道
楽
で
な
く
、
か
う
云
ふ
雑
誌
を
作
り
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
し

た
。
健
全
で
美
し
い
發
展
を
遂
げ
、
日
本
に
も
シ
ャ
レ
た
雑
誌
の
一
つ
位

い
あ
る
事
を
證
明
し
て
下
さ
い
。

ペ
ン
部
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
久
米
正
雄
が
創
刊
号
か
ら
執
筆
し
、
誰
よ
り
も

的
確
に
、
は
っ
き
り
と
創
刊
へ
の
賛
辞
を
述
べ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。「「
愉
し
い
総
合
雑
誌
」
あ
る
日
、
こ
ん
な
肩
書
を
考
へ
ま

し
た
。

―
軍
部
と
政
党
が
ど
う
な
っ
て
も
ス
ペ
イ
ン
の
内
乱
が
い
つ
ま
で
続

い
て
も
、
せ
め
て
そ
ん
な
い
ざ
こ
ざ
の
一
行
も
書
い
て
な
い
雑
誌
が
一
冊
位

あ
っ
て
も
好
い
ん
ぢ
や
あ
な
い
で
せ
う
か
。」（
昭
和
一
二
年
三
月
「
編
輯
後

記
」）
と
国
策
と
は
一
線
を
引
い
た
ス
タ
ン
ス
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
創
刊
号

の
時
点
で
、
や
が
て
ペ
ン
部
隊
の
従
軍
記
者
と
し
て
戦
争
協
力
を
す
る
こ
と
に

な
る
作
家
が
執
筆
し
て
い
た
と
い
う
点
は
、『
ス
タ
イ
ル
』
の
特
色
を
考
え
る

う
え
で
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
創
刊
号
に
お
け
る
久
米
は
、
看
板
作
家
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
著
名
な

作
家
を
起
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雑
誌
と
し
て
の
価
値
を
上
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
と
共
に
、
そ
の
販
売
部
数
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
見
越
し

た
上
で
の
戦
略
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
反
面
で
、
反
戦
気
運
を
あ
お
る

と
の
理
由
で
発
禁
に
な
っ
た
『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
の
著
者
で
あ
る
石
川
達
三

に
昭
和
一
五
年
一
一
月
ま
で
不
定
期
で
は
あ
る
が
執
筆
さ
せ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

ま
た
、
漫
才
・
落
語
も
戦
時
体
制
へ
と
取
り
込
ま
れ
る
な
か
、
演
芸
の
慰
問

部
隊
で
あ
る
「
わ
ら
わ
し
隊
」
の
多
く
が
、『
ス
タ
イ
ル
』
に
執
筆
し
て
い
た

と
い
う
点
は
戦
争
協
力
を
担
う
一
面
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
半
面
で
、
映
画

法
の
施
行
後
、
俳
優
の
特
集
を
組
み
、
娯
楽
頁
を
増
や
す
等
、
国
の
方
針
と
は
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相
容
れ
な
い
誌
面
改
正
を
行
っ
て
い
る
点
も
特
色
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
刊
行
期
の
メ
デ
ィ
ア
統
制
を
背
景
に
、

『
ス
タ
イ
ル
』
が
い
か
に
し
て
、
戦
局
を
掻
い
潜
り
、
生
き
抜
い
て
き
た
か
を

検
証
し
て
き
た
。

記
事
を
仔
細
に
確
認
し
て
い
く
と
、
時
局
に
沿
っ
た
内
容
へ
と
誌
面
を
変
化

さ
せ
な
が
ら
、
反
翼
賛
の
意
思
が
見
ら
れ
る
も
の
や
、
当
時
、
国
賊
と
呼
ば
れ

て
い
た
宮
本
百
合
子
に
執
筆
の
場
を
与
え
る
等
の
特
異
性
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
民
総
動
員
で
戦
争
に
臨
ん
だ

新
体
制
下
で
の
「
銃
後
女
性
の
指
導
雑
誌
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
女
性
生
活
』

で
、
百
合
子
に
活
躍
の
場
を
与
え
る
等⒄
、
そ
の
功
績
は
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

戦
時
下
に
あ
り
な
が
ら
、
奢
侈
品
を
好
み
、
ハ
イ
・
ス
タ
イ
ル
な
生
活
を
提

案
し
続
け
た
『
ス
タ
イ
ル
』
は
国
策
に
反
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
反
戦
の
意
思
表
示
と
も
捉
え
ら
れ
る
危
険
性
に
満

ち
た
雑
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
刊
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
慰
問
品

と
し
て
、
前
線
の
兵
士
た
ち
に
『
ス
タ
イ
ル
』
を
送
り
続
け
た
結
果
と
し
て
、

国
定
指
定
型
の
Ｂ
五
版
の
認
可
を
取
り
付
け
た
こ
と
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
翼

賛
体
制
の
象
徴
と
も
捉
え
ら
れ
る
ペ
ン
部
隊
の
作
家
た
ち
の
誌
面
で
の
活
躍
に

よ
る
こ
と
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
に
、
従
軍
作
家
に
原
稿
を
依
頼
し
、
作
品
を

掲
載
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
か
ら
の
圧
力
を
回
避
し
た
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
同
時
に
、
人
気
作
家
で
あ
る
彼
ら
の
恩

恵
を
被
り
、
販
売
数
の
増
加
を
狙
い
、『
ス
タ
イ
ル
』
の
認
知
度
を
高
め
る
狙

い
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
期
『
ス
タ
イ
ル
』
は
単
な
る
娯
楽
雑
誌
で
は
な
く
、

面
従
腹
背
の
姿
勢
で
、
戦
略
的
に
戦
時
下
を
潜
り
抜
け
た
「
生
活
提
案
雑
誌
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

註
⑴　

内
川
芳
美
編
『
現
代
史
資
料
四
一
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
統
制
（
二
）』（
み
す
ず
書
房
、

昭
和
五
〇
年
一
〇
月
）

⑵　
『
ス
タ
イ
ル
』
編
輯
後
記
（
昭
和
一
二
年
七
月
号
）

⑶　

復
刻
版
『
ス
タ
イ
ル
』
を
元
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
わ
け
を
行
い
、
表
を
作
成
し
た
。
な

お
、
広
告
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
同
時
代
の
『
婦
人
公
論
』
の
分
類
方
法
に
拠
っ
た
。

⑷　

⑶
に
同
じ
。

⑸　
『
婦
人
公
論
』（
昭
和
一
一
年
九
月
号
）
の
「
桃
子
の
貞
操　

読
者
諸
氏
に
お
願
ひ
」

と
い
う
宇
野
千
代
の
広
告
よ
り
引
用
し
た
。

⑹　

昭
和
一
一
年
一
二
月
号
か
ら
掲
載
が
開
始
さ
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
経
済
的
観
点

か
ら
著
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
為
、
時
勢
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

⑺　

掲
載
作
品
は
、
阿
部
艶
子
「
喧
嘩
も
愉
し
」、
石
黒
敬
七
「
恋
人
出
征
」、
中
村
正

常
「
千
人
唇
」、
岡
成
志
「
香
水
で
あ
り
ま
す
」、
夏
村
扇
吉
「
あ
！
敵
前
渡
河
」
で

あ
る
。
前
月
、
編
集
部
の
大
原
芳
郎
が
日
支
事
変
の
緊
迫
に
伴
い
、
出
征
す
る
こ
と

と
な
っ
た
為
、
特
集
が
組
ま
れ
た
と
考
え
る
。

⑻　

職
員
募
集
は
、
昭
和
一
二
年
五
月
と
六
月
の
銀
茶
屋
、
昭
和
一
二
年
七
月
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
の
計
三
回
掲
載
さ
れ
た
。

⑼　

昭
和
一
四
年
六
月
一
六
日
、
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
に
よ
り
、
学
生
の
長
髪･

パ
ー
マ
ネ
ン
ト･

ネ
オ
ン
禁
止
等
の
運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
六
月
一
六
日

の
「
精
動
」
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
し
た
生
活
刷
新
案
を
受
け
、「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

は
や
め
ま
し
ょ
う
」
の
標
語
が
世
間
に
は
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
業
者
は

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
を
電
髪
と
呼
び
改
め
新
髪
形
を
発
表
し
た
が
、
ウ
ェ
ー
ブ
が
か
か
っ

て
い
る
だ
け
で
、
子
ど
も
に
ま
で
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

⑽　

同
時
代
の
『
婦
人
公
論
』
で
は
、
毎
号
、
一
般
家
庭
向
け
の
日
用
品
が
掲
載
さ
れ
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る
の
に
対
し
、『
ス
タ
イ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
る
飲
食
物
は
、
バ
タ
ー
や
ゴ
ロ
ナ
等
の

洒
落
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

⑾　

昭
和
一
二
年
七
月
一
五
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
と
「
千
人
針
に
示
す

銃
後
の
赤
誠
」
と
い
う
見
出
し
で
、
東
京
銀
座
四
丁
目
角
に
現
れ
た
「
千
人
針
の
女

性
軍
の
一
隊
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑿　
『
ス
タ
イ
ル
』
編
諿
後
記
（
昭
和
一
五
年
七
月
号
）

⒀　
『
ス
タ
イ
ル
』
編
諿
後
記
（
昭
和
一
五
年
九
月
号
）

⒁　

昭
和
一
二
年
七
月
七
日
付
け
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
陸
軍
省
侐
兵
部
の
注

意
と
し
て
「
国
民
の
情
熱
籠
る
行
軍
へ
の
慰
問
品
「
ど
ん
な
品
が
一
番
喜
ば
れ
る
か
」

と
い
う
見
出
し
記
事
に
拠
っ
た
。
喜
ば
れ
る
も
の
と
し
て
、「
慰
問
文
、
慰
問
画
、

手
芸
品
、
名
刺
、
絵
葉
書
、
優
美
な
写
真
、
講
壇
、
娯
楽
雑
誌
、
最
近
の
写
真
等
、

缶
詰
類
、
菓
子
類
（
氷
砂
糖
、
角
砂
糖
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ド
ロ
ッ
プ
ス
等
で
何
れ
も

缶
入
り
が
よ
ろ
し
）、
味
付
海
苔
、
塩
豆
類
（
同
じ
く
丈
夫
な
缶
入
）
ハ
ン
カ
チ
、

タ
オ
ル
、
褌
類
、
奉
公
袋
の
様
な
も
の
、
便
箋
、
封
筒
、
塵
紙
、
鉛
筆
（
ゴ
ム
付
黒
）、

色
鉛
筆
（
赤
、
青
）、
手
帳
、
懐
中
用
ナ
イ
フ
（
小
）、
清
涼
口
中
薬
で
缶
入
の
も
の
」

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

⒂　

日
本
版
の
『
ヴ
ォ
ー
グ
』
を
目
指
し
、
発
刊
さ
れ
た
隔
月
誌
で
あ
る
。
日
本
人
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
ト
ッ
プ
モ
ー
ド
や
和
服
地
の
ド
レ
ス
、
優
秀
な
既
製
品
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
杉
山
吉
良
や
光
墨
浩
、
田
村
茂
等
の
気
鋭
の
写
真
家
が
起
用
さ
れ
、
日
本

の
モ
ー
ド
写
真
を
築
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⒃　

昭
和
一
六
年
一
月
号
の
「
興
亜
奉
公
日
一
ヶ
条
」
と
「
女
の
言
ひ
分
」、「
お
手
製

十
五
銭
料
理
」
欄
の
「
大
根
と
キ
ャ
ベ
ツ
で
」、
四
月
号
「
お
手
製
十
五
銭
料
理
」

欄
の
「
モ
ヤ
シ
と
肉
の
焙
煮
」、
翌
五
月
号
「
手
軽
な
薄
焼
包
み
」、「
女
は
か
う
考

へ
る
」
欄
の
「
生
活
の
充
実
が
問
題
」、
六
月
号
「
顔
を
語
る
」、
七
月
号
「
私
の
友

達
」
欄
の
「
友
情
の
持
つ
複
雑
さ
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
昭
和
一
六
年
一
月
号
の
「
興

亜
奉
公
日
一
ヶ
条
」
で
は
女
性
の
文
学
的
活
動
に
つ
い
て
「
女
ら
し
さ
」
の
感
覚
は
、

「
近
代
社
会
の
感
覚
の
中
で
一
番
お
そ
く
目
ざ
ま
さ
れ
か
け
て
来
て
ゐ
る
も
の
の
一

つ
」
で
あ
る
と
「
女
の
生
命
の
充
実
」
を
説
い
て
い
る
。
同
欄
の
他
の
記
事
と
比
較

す
る
と
、
百
合
子
の
記
事
に
は
、
国
策
に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
当
時
彼
女
が
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
国
に
反
す
る
作
家
で
あ
っ
た
が
故

に
い
っ
そ
う
制
限
さ
れ
て
い
た
為
と
い
え
よ
う
。

⒄　
『
女
性
生
活
』
に
掲
載
さ
れ
た
百
合
子
の
記
事
は
、「
主
婦
意
識
の
転
換
」（
昭
和

一
六
年
一
〇
月
号
）、「
家
庭
創
造
の
情
熱
」（
昭
和
一
六
年
一
一
月
号
）
で
あ
る
。

〈
付
記
〉
本
文
引
用
は
『
ス
タ
イ
ル
』（
臨
川
書
店
、
平
成
一
五
年
二
月
）
に
拠
っ
た
。


